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第 332 回

Ａさんは、住宅型有料老人ホームと訪
問介護サービスを行っている老人福祉・介
護事業会社のパート勤務の営業職。就業先
の事務所で事務処理に従事していた際、社
長から来客があるので隣の部屋にある仮眠
用の布団を片付けて、部屋の掃除をするよ
う指示があった。事務処理を一旦中断し、
作業にかかったところ、布団は押し入れの
上段の棚に仕舞わなければならなかった。
近くに椅子があったことから、布団を持ち
ながらこれに乗ったが、キャスター付きで
あったためバランスを崩して落ち、左肩を
強打した。しばらく動けないでいたら、同
僚が見つけてすぐに救急車で病院に運ばれ
た。左上腕部が骨折しており、手術が必要
であった。

被災したのは事務所施設内であり、事業
主の支配管理下にあり、業務時間内であっ
た。また社長である事業主の支配下にあり、
かつ、管理下にあって、通常業務ではない
ものの、社長の指示による業務に従事して
いるときの被災であるため、業務遂行性が
認められ、業務上災害となった。

Aさんは、入社間もないパート従業員で、
事業所内の設備や業務になれておらず、社
長や同僚からの指導を受けながら、日々の
業務を行っていた。この日は、午前中から
先輩の指導を受けながら事務処理を行って
おり、午後になって、社長から隣の部屋で
お客と打ち合わせをするので、仮眠用に置
いてある布団を片付けて、部屋を掃除する
よう指示があった。
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仮眠用の布団は、いつもは押し入れに
入っており、その日は誰かが仮眠するのか、
部屋に出してあったようだ。押し入れの上
段に入れるには、手が届かなかったために、
事務所内の椅子を使って収納しようと思っ
た。社長や先輩からは特段の指示はなく、
本人の判断で近くにあった椅子を持ってき
て、布団を抱えた状態で椅子に乗って作業
をしたところ、キャスター付きであったの
でバランスを崩して落ち、左肩を強打して
しまった。後から考えれば、キャスター付
きの椅子は、動きやすく不安定であり、危
険な行為であった。
しばらくその場で動けないでいると、同
僚が見つけて動けなくなっているのを確認
して、社長に報告し、すぐに救急車を呼ん
だ。病院に運ばれて、診察したところ、左
上腕部が骨折しており、直ちに手術が必要
であった。運ばれた病院で、手術の準備中、
検査の結果、アレルギー症が判明し、この
病院では対応できないので、対応できる医
療センターまで転院して、手術することと
なった。手術は無事に成功し、入院するこ
ととなった。入院は２週間程度必要で、退
院後もリハビリがいることとなった。
社長から連絡を受けた社労士は、すぐに
事業所を訪問し、社長および現認者である
同僚から状況を確認し、また入院先の医療
センターを訪問して本人に面会し、本人か
らも状況を確認した。　　　
療養補償給付を受けるためには、業務が
原因であり、傷病が業務との間に相当因果
関係が必要である。すなわち業務起因性が
あるかどうかだ。
また、労働者が事業主の支配下にあり、
かつ、施設管理下にあって、業務に従事し
ているときなどの業務遂行性が認められな
ければならない。

今回の場合は、関係者からのそれぞれの
状況を確認したうえ、上記にように業務遂
行性が認められ、業務起因性が成立すると
考えられる。
社労士は、直ちに療養補償給付たる療養
の給付請求書（様式５号）と療養補償給付
たる療養の給付をうける指定病院等（変更）
届（様式６号）を作成し、救急車で運ばれ
た最初の病院には療養の給付請求書を、転
院先の医療センターには指定病院等（変更）
届をそれぞれ訪問して、病院経由で所轄労
働基準監督署に提出するよう依頼した。
この手続きは、労災指定病院から別の労
災指定病院に転院する場合の手続きで、ど
ちらかが労災指定病院などでなければ、手
続きは異なる。
また、社労士は、災害の状況を所轄労基
署に報告するため、労働者私傷病報告も作
成して提出した。
なお、業務上災害で、休業が４日以上に
なっているので、休業補償給付支給請求書・
休業特別支給申請書（様式８号）を作成し、
休業した日の翌日から２年以内に、賃金台
帳、出勤簿の写しを添付して、所轄労基署
に提出することにした。

◇ SRアップ21：www.srup21.or.jp

業務遂行性検証 事故① 事故②
A：業務に従事してい
るか △ 〇

B：事業主の支配下に
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C：施設管理下にある
か 〇 ×
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